
 

 

 

 

共通目標：発展性・持続性のある「ささえあい」による「安全・安心なまちづくり」 

【留意点】 

■ 策定委員を中心に、第１期の取組みの主旨や内容を理解し、第２期につなげる 

■ 取組みが地域に浸透するように行動を起こす 

＊ 次回第２回委員会では具体的なアイデアを持ち寄り、検討します。 

＊ 委員以外の方のオブザーバー参加もお待ちしています。 

計画が行動に結びついた例 

● 防災訓練の一環として一人住まいの方の安

否確認で訪問した結果、①訪問先の方はい

ざという時このような形で手を差しのべる

ということがわかりとても安心され、②口

コミで取り組みが伝わりつつある 

● 障がいのある子どもさんを持ったお母さん

から、自分が病気になった時や緊急の用事

ができた場合での、登下校のお手伝いの依

頼があり、実際 2 名の方が関わった 

 

おたがいさまカードについて 

● 「手助けいただける方」に名前を記入した方

へ、時間を空けずに熱意に応える方法を考え

ていきたい 

● 当初はやってもらうことに慣れてしまうと

いう不安があったが、利用した方はこんな組

織があるとありがたい、ボランティアの方は

役に立つことが嬉しいという声があがった 

● 「おたがいさまカード」や「防災ささえあい

カード」の訪問が口コミで広がると“助けて

ほしい”と言うのをためらう人も声が挙げや

すくなる 

● 「ささえあいカード」とともに進めてほしい 
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ささえ愛プランは、私たち一人ひとりが自分らしく、心豊かに充実した生活を送ることができるよう、区民・

団体・事業者・社協・区役所が協働でともにささえあうまちづくりを進めていくための計画です。 

そのなかでも地区別計画は、日々の暮らしの中で起きる“福祉・保健”課題の

解決にむけてより身近な地域全体で検討し、順序だてて取り組むための計画です。 

そのため地区別計画策定委員会が１１地区ごとに結成、白山地区でも第１回

委員会が開催されました。 

第１回 白山 地区別計画策定委員会 

日時：平成 22 年 2 月 13 日(土)18～20 時 於白山住宅集会所 

委員構成：連合自治会・地区社会福祉協議会・民生委員児童委員・保健活動推進員・子育てサークル・子ども会・老人

会（白寿会・シニア会）・ボランティア（わかば会・いちえ会・グリーンクラブ）・グループホーム森の泉(順不同) 

 

 

 

共通目標：「ささえあい」による「安心なまちづくり」 

“「ささえあい」によって「年をとっても、障がいがあっても、ひとりになっても、私たち一人ひと

りが自分らしく、心豊かに充実した生活を送る」ことができる「安心なまち」にしたい 

プラン基本目標「安心・安全・健康のまちづくり」をふまえての実践 

■「地域ボランティア相談窓口（地区ボランティアセンター）※」の開設準備（１８年度～） 

先進地区の調査研究、アンケート、意見交換などを通じて、白山地区ならではのたす

けあいの仕組みづくりを進めています。 

■「おたがいさまカード」（地区別計画策定ステップ事業）（２０年度～） 

「おたがいさまカード」を作成し、白山地区の中で手助けを“求める方”と“できる

方”のアンケート調査し、ニーズ把握や人材の登録などを進めています。 

その他 

■ 防災ささえあいカードの拡充   ■白山福祉まつりの新規立ち上げ   ■あいさつ運動の展開 

■ 防災訓練の拡充    ■拡大委員会の定例開催    ■地区社協広報紙カラー版発行 など 

※地区ボランティアセンター 

その地区の生活の困り事を地域ぐるみでサポートする、またボランティア活動に参画したい方の相談調整の窓口です。 

ささえ愛プランのリーディング事業で、地区社協単位でのボランティア相談窓口の開設運営がうたわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 白山地区別計画策定委員会  事務局 電話９３０－２２６０（緑区役所 税務課長） 

白山地区別計画策定委員会 

平成 22 年４月発行 
課題をふまえた今後の取組みのアイデア 

●すでに活動に関わっている人、そうでない人、

ともにキャリア（知識や経験）を活かせる機会や

場づくりをすすめたい 

●いろいろなテーマ別チームを作り、メンバーを

増やし、組織力を強く充実させたい 

●高齢・子ども・障がいなどすべてを網羅したネ

ットワーク化をはかり、誰に相談してもよい体制

を作りたい 

●住民の困りごとの実態を掴んで対応していく 

●ほかの地区からも参加者やボランティアが来

る活動も地区社協登録できるように検討したい 

●ボランティアに ID カード（身分証）を用意し、

安心して活動できるようにしたい 

●小学生に子ども会があるように、中学生が荒れ

ないようサポートを考えたい 

●災害時には避難所で協力し合えるためにも、障

がい者も一緒になった日頃の近所づきあいして

いきたい 


